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ス 1 -リン酸は酵素法で， リン酸は比色定量法にて測定した。濯流液中のイノシン， ヒポキサンチン，
キサンチン，尿酸は 2 分毎に濯流液を採取し， HPLCi法にて測定した。
(成績〉
フルクトース投与20分後の肝アデニンヌクレオチドの変化は， フルクトース 2mM 以下ではATP
の低下は認められなかった。 3mM， 5mM で有意に低下し， ATP は約1.5μmol/g liver とコント
ロール群の約50%になった。 ADP ， AMP はコントロール群とほとんど差がなかった。フルクトース
??にd? ?
1- リン酸は投与フルクトース濃度と共に増加した。フルクトース投与時の酸素吸収を測定すると，
0.5, 1 , 2 mM，投与では酸素吸収が増加した後，一定レベルに落ち着いた。 3 ， 5mM 投与では急
激に酸素吸収が上昇するが，一過性の酸素吸収の抑制が認められ，その後徐々に回復し，コントロール
のレベルに戻った。 5mM フルクトース投与時の無機リン酸濃度は急激に低下し， 6 分後では， 1.4mM と




の後はほとんど変化しなかった。 ATP は 6 分後まで減少し，その後徐々に回復してきた。肝の IMP
とアデノシンの経時変化では， IMP は 5mM フルクトース投与により急激に増加し， 6 分後に最大
となり，その後徐々に低下して20分後にはほとんど前値に戻った。一方，アデノシンはほとんど一定で
あった。濯流液中のプリン分解産物を測定すると，アデニンヌクレオチドの減少に一致してイノシン，







トース 3 ， 5mM 投与ではATPの減少が起こり，それに伴って濯流液中にプリン分解産物が増加
し fこO
3) フルクトース負荷によりフルクトース 1- リン酸が蓄積し無機リン酸レベルの低下が起こり，酸化
的リン酸化反応が抑制された。またリン酸の低下によってAMP デアミナーゼが活性化され，その結







フルクトース投与により ATPが減少するのは 3mM 以上の時であり， 2mM 以下では変化がなかっ
た。 3mM 以上の投与ではリン酸の低下によりミトコンドリアの酸化的リン酸化反応が抑制され， ア
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デニンヌクレオチドは IMP の経路を通って分解が進むことが判明した。また減少した総アデニンヌク
レオチドが濯流液中のプリン分解産物として回収されることも示された。これらの知見により，術後輸
液としてフルクトース投与の安全性が確認された。本論文は学位論文としての価値あるものと認めるO
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